
活
」「
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」「
ヒ
ヤ

リ
体
験
を
生
か
す
」「
自
分
の
運
転
を
振

り
返
る
」
の
４
科
目
、
そ
れ
ぞ
れ
３
レ
ベ

ル
、
合
計
12
項
目
あ
る
。
受
講
者
の
必
要

に
応
じ
て
１
項
目
を
選
び
、
そ
れ
と
「
交

通
脳
ト
レ
」
を
組
み
合
わ
せ
て
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
。
リ
ー
ダ
ー
が
進
行
役
を
務

め
参
加
者
同
士
で
話
し
合
う
こ
と
で
、
交

通
安
全
力
を
高
め
る
。

13
日
の
研
修
に
は
、
21
名
が
参
加
。
受

講
者
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
た
。
最
初
は
、
参
加
者
に
『
い

き
い
き
運
転
講
座
』
の
進
行
方
法
を
覚
え

て
い
た
だ
く
目
的
で
埼
玉
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
４
名
が
各
グ
ル
ー

プ
の
進
行
役
を
担
当
。
自
己
紹
介
を
し
た

後
、「
交
通
脳
ト
レ
」
の
シ
ー
ト
を
一
人

ず
つ
配
布
し
時
間
を
計
り
な
が
ら
問
題
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
。
続

い
て
、「
自
分
の
運
転
を
振
り
返

る
」
か
ら
、
１
項
目
。
参
加
者

に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
り
、
そ

れ
に
そ
っ
て
、
映
像
教
材
を
交

え
な
が
ら
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

一
通
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終

え
る
と
、
今
度
は
、
参
加
者
か

ら
リ
ー
ダ
ー
を
選
び
、
進
行
役

物
処
理
・
車
両

火
災
処
理
な
ど

の
課
題
を
設
け

た
実
践
訓
練
や

運
転
技
能
研

修
、
夜
間
視
認

性
検
証
、
安
全

訓
練
検
討
会
議

が
行
わ
れ
た
。

訓
練
会
に

参
加
し
た
東
名

富
士
基
地
班
長
の
大
石
栄
治
さ
ん
は
、

「
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
浜
名

湖
は
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、
事
故
車
両

な
ど
を
用
意
し
た
当
社
独
自
の
実
践
的
な

訓
練
が
行
え
る
上
、
ホ
ン
ダ
の
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
安
全
運

転
の
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
研
修
が
受
け
ら

れ
、
交
通
管
理
業
務
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と

安
全
意
識
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
」
と

浜
名
湖
で
の
訓
練
会
の
意
義
を
話
す
。

ま
た
、
大
石
さ
ん
は
、「
私
た
ち
は
、

交
通
事
故
な
ど
の
異
常
事
態
が
発
生
し
た

現
場
に
す
ば
や
く
駆
け
つ
け
て
お
客
様
の

安
全
を
確
保
し
、
的
確
・
迅
速
に
対
応
し

て
現
場
を
元
の
安
全
な
状
態
に
戻
し
、
お

客
様
に
安
全
に
通
行
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
負
傷
者

対
応
や
事
故
・
故
障
車
両
の
処
理
、
交
通

規
制
と
い
っ
た
作
業
を
他
の
車
両
が
通
行

す
る
中
で
行
う
の
で
、
二
次
被
害
や
私
た

ち
作
業
員
の
危
険
も
多
く
、
気
の
抜
け
な
い

業
務
で
す
。
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
、
そ

れ
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
さ

ら
な
る
改
善
に
努
め
る
こ
と
が
と
て
も
重

要
で
す
」
と
実
践
的
な
訓
練
の
重
要
性
を

語
っ
た
。
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中
日
本
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
東

京
（
株
）
は
、
東
名
高
速
道
路
の
東
京
I

C
〜
三
ケ
日
I
C
間
、
中
央
自
動
車
道
の

高
井
戸
I
C
〜
伊
北
I
C
間
な
ど
、
12
路

線
の
高
速
道
路
等
に
お
け
る
交
通
管
理
、

道
路
管
制
、
法
令
違
反
車
両
取
締
及
び
不

正
通
行
対
策
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
高
速
道
路
上
で
交
通
事
故
や

車
両
故
障
と
い
っ
た
異
常
事
態
が
発
生
し

た
場
合
、
安
全
で
迅
速
に
事
態
処
理
を
行

う
の
も
同
社
の
重
要
な
業
務
の
１
つ
。
そ

の
た
め
、「
基
本
動
作
の
励
行
」「
迅
速
丁

寧
な
処
置
」「
適
時
適
切
な
無
線
通
信
」

「
隊
員
相
互
の
連
携
」「
お
客
様
に
対
す
る

配
慮
」
を
重
点
と
し
て
日
常
的
に
訓
練
を

実
施
。
ま
た
、
年
に
１
度
、
知
識
技
能
の

さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
高

速
道
路
安
全
訓
練
会
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
の
高
速
道
路
安
全
訓
練
会
は
、

昨
年
11
月
18
日
〜
20
日
の
３
日
間
、
交
通

教
育
セ
ン
タ
ー
レ

イ
ン
ボ
ー
浜
名
湖

で
開
催
さ
れ
、
交

通
事
故
処
理
･
故

障
車
処
理
･
落
下

7

現
場
訪
問

高
速
道
路
を
安
全
に
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
に
実
践
的
な
訓
練
を
実
施

TOPICS
昨
年
11
月
25
日
、「
社
内
で
で
き
る
安

全
運
転
指
導
セ
ミ
ナ
ー
」
が
ア
ク
テ
ィ
ブ

セ
ー
フ
テ
ィ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ク
も
て

ぎ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
昨
年
ま
で
の
ト
ラ
フ

ィ
ッ
ク
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

変
わ
り
、
現
場
で
で
き
る
具
体
的
な
交
通

安
全
教
育
の
指
導
法
や
交
通
安
全
指
導
者

の
困
り
ご
と
対
策
を
内
容
に
取
り
入
れ
て

新
し
く
実
施
さ
れ
た
。

『
バ
ッ
ク
・
縦
列
駐
車
の
指
導
』『
同
乗
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
指
導
』『
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
ポ
イ
ン
ト
指
導
』『
運
転
適
正
結
果
に

基
づ
く
指
導
ポ
イ
ン
ト
―
交
通
事
故
抑
止

―
』
の
４
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
午
前
・
午
後

に
開
か
れ
、
企
業
の
安
全
運
転
活
動
の
担

当
者
な
ど
が
多
数
参
加
し
、
自
社
の
事
故

削
減
に
役
立
つ
指
導
法
を
学
ん
だ
。

『
バ
ッ
ク
・
縦
列
駐
車
の
指
導
』
で
は
、

実
際
に
参
加
者
が
縦
列
駐
車
、
車
庫
入
れ

を
体
験
し
な
が
ら
、
死
角
や
車
両
の
動
き

を
先
読
み
し
た
操
作
と
安
全
確
認
の
ポ
イ

ン
ト
を
確
認
。
自
分
が
縦
列
駐
車
、
車
庫

入
れ
を
行
う
際
の
技
術
向
上
と
、
社
内
で

指
導
す
る
際
の
ア
ド
バ
イ
ス
方
法
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

『
同
乗
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
指
導
』
で
は
、

最
初
に
教
室
で
同
乗
指
導
の
観
察
着
眼
点

や
ア
ド
バ
イ
ス
の
方
法
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
解
説
。
そ
の
後
、
実
際
に
２
人
１

組
で
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
構
内
を
ク
ル

マ
で
走
行
し
、
道
路
状
況
に
合
わ
せ
た
同

乗
指
導
の
訓
練
を
行
っ
た
。

『
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ポ
イ
ン
ト
指
導
』
で

は
、「
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
で
の
発
進
」、

「
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
戻
し
て
減
速
」
な

ど
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
コ
ツ
を
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
説
明
。
そ
の
後
、
参
加
者
は

●
交
通
安
全
教
育
を
考
え
る
〜
人
・
企
業
・
信
頼

「
社
内
で
で
き
る
安
全
運
転
指
導
セ
ミ
ナ
ー
」
in
も
て
ぎ

●（
財
）い
き
い
き
埼
玉（
埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
）・「
安
全
・
適
正
就
業
研
修
」

い
き
い
き
運
転
講
座
の
指
導
者
を
育
成

★

『運転適正結果に基づく指導ポイント―交通事故抑止―』セミ
ナーの模様

（株）電脳安全･安
心事業部リーダー
の杉本康幸さん

指導する際のアドバイスポイント
を学ぶ参加者

車両火災処理の訓練

車線規制を行い故障車処理を行う訓練の様子

中日本ハイウェイ・
パトロール東京（株）
東名富士基地班長の
大石栄治さん

通行止めの訓練

●
中
日
本
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
パ
ト
ロ
ー
ル
東
京
（
株
）

（SJクイズの解答：Q1④、Q2②、Q3③）

昨年12月4日、Honda青山ビルにて「2009年Honda
安全運転普及本部年末ご挨拶会」が開催され、交通関
係者約300名が参加した。
報告会では、伊東孝紳・本田技研工業（株）社長が

「環境と安全に対しては商品やサービスを通じて、『低
炭素化社会』と『安全・快適な交通社会』の実現に向
け、これまで以上に取組みを進めてまいります。環境
については、ハイブリッド車の普及やガソリンエンジ
ン車の効率アップを通して、CO2の低減につなげてま
いります。安全については、より安全で質の高い製品

づくりはもとより、お客様に対して正しい乗り方、使
い方といったソフトウェアも提供することが企業の社
会的責任であるという考え方に立ち、今後も一層、安
全運転普及活動に取り組んでいきます。昨今、高齢者
事故や自転車事故の抑止が交通社会の重要課題である
ことから、2009年は地域で安全運転普及活動を専任で
行う組織を設置し、より地域の実情に合わせた活動を
展開するための体制を強化しました」と挨拶。
続いて、千葉英雄・本田技研工業（株）安全運転普及
本部事務局長が、2009年の安全運転普及活動の報告と
今後の取組みについて、映像を交えながら紹介した。
さらに、来賓を代表して室城信之・警察庁交通局交
通企画課長が挨拶。「Honda安全運転普及本部が先進
的な安全運転支援機器や教育プログラムの開発、地域
に根ざした活動の展開など、ハード・ソフト両面から
独創的な交通安全活動を実践していることは、警察と
してもたいへん心強く感じています」と述べた。
報告会の後には、懇談会が開かれ、交通関係者の交
流の場となった。

NEWS REVIEW
●2009年Honda安全運転普及本部　年末ご挨拶会

企業の社会的責任としての安全運転普及活動の展開
●ハイブリッド静音性体験会

ハイブリッドの静音性を理解した安全運転が必要
1月20日、アクティブセーフティトレーニン
グパークもてぎにて「栃木県視覚障害福祉協会
ハイブリッド静音性体験会」が行われ、視覚障
がいのある会員ら29人が、車両による音の違い
を体験した（主催：（社）栃木県視覚障害福祉
協会、協力：本田技研工業（株）安全運転普及
本部、（株）モビリティランドツインリンクもてぎ）。
体験会では、一般車と、Hondaインサイトやシ
ビックハイブリッドなどのハイブリッド車の走

行音を比較。中でも『一時停止後の再発進』、
『7km/h程度の低速走行』、『駐車場などでのバッ
ク走行』の体験では、参加者から「音に気づい
た時には目の前だった」「静かすぎて動きが予測
できない」といった声が聞かれた。
同協会副会長の加藤範義さんは、「私たちは、
外出時には、感覚を研ぎ澄ませてクルマの音を
聞き安全を心がけています。ドライバーの皆さ
んも私たち視覚障がい者は、クルマの存在に気
づかない場合があるということを理解していた
だき、注意して運転してほしい」と、ドライバ
ー側へ理解を求めた。
ハイブリッド車や電気自動車は音がしなくて
危険という意見が、自動車ユーザーや視覚障が
い者団体等から寄せられており、国土交通省で
は有識者等による「ハイブリッド車等の静音性
に関する対策検討委員会」を設置し、その対策
のあり方について検討している。
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埼
玉
県
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
・
高
齢
者
事
業
団
68
団
体
を
統
括
す
る

（
財
）
い
き
い
き
埼
玉
（
埼
玉
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
）
で
は
、
本
田
技

研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
埼
玉

普
及
ブ
ロ
ッ
ク
と
協
力
し
て
会
員
の
交
通

事
故
防
止
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

各
団
体
の
安
全
・
適
正
就
業
担
当
者
を

対
象
に
、
昨
年
10
月
13
日
か
ら
３
回
に
分

け
て
、『
い※

き
い
き
運
転
講
座
』
の
指
導

者
を
養
成
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。
ゆ
く

ゆ
く
は
今
回
の
参
加
者
に
リ
ー
ダ
ー
に
な

っ
て
も
ら
い
、
各
団
体
で
『
い
き
い
き
運

転
講
座
』
を
実
施
し
て
、
会
員
の
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
事
故
防
止
に

つ
な
げ
よ
う
と
い
う
試
み
。

『
い
き
い
き
運
転
講
座
』
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
、「
い
き
い
き
運
転
・
い
き
い
き
生

燃
費
計
を
搭
載
し
た
ク
ル
マ
を
運
転
し
、

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
と
「
急
発
進
・
急
ブ

レ
ー
キ
な
ど
の
走
行
」
を
比
較
し
て
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
燃
費
削
減
効
果
と
安
全
運

転
へ
の
効
果
を
確
認
し
た
。

『
運
転
適
正
結
果
に
基
づ
く
指
導
ポ
イ
ン

ト
―
交
通
事
故
抑
止
―
』
で
は
、
杉
本
康

幸
・（
株
）
電
脳
安
全
・
安
心
事
業
部
リ
ー

ダ
ー
が
同
社
の
運
転
適
性
検
査
「
O
D
式

安
全
性
テ
ス
ト
」
の
診
断
結
果
に
基
づ
い

た
運
転
指
導
を
紹
介
。
診
断
結
果
を
も
と

に
普
段
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
行
動
傾
向

へ
の
注
意
を
促
し
、
事
故
へ
つ
な
が
る
危

険
運
転
行
動
を

回
避
す
る
こ
と

で
事
故
削
減
に

つ
な
げ
る
取
組

み
を
紹
介
し
た
。

を
体
験
し
て
も
ら
う
。
リ
ー
ダ
ー
役
に
任

命
さ
れ
た
参
加
者
は
、
リ
ー
ダ
ー
用
教
材

を
読
み
な
が
ら
、「
交
通
脳
ト
レ
」
と

「
自
分
の
運
転
を
振
り
返
る
」
の
１
項
目

を
進
行
す
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、

「
批
判
的
な
意
見
は
せ
ず
、
皆
さ
ん
か
ら

自
由
に
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
」
な
ど
と
、
進
行
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
小
野
寺
亥
喜
男
さ
ん

は
、「
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
進
め

て
い
く
の
で
、
参
加
し
て
得
る
こ
と
が
多

い
と
思
い
ま
し
た
。
事
前
に
台
本
を
読
め

ば
、
リ
ー
ダ
ー
役
を
ス
ム
ー
ズ
に
務
め
ら

れ
そ
う
で
す
。
自
分
た
ち
の
組
織
に
帰
っ

て
仲
間
と
実
践
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

※いきいき運転講座＝（社）日本自動車工業会が開発した高齢ドライバー向け交通安全教育プログラム。詳細は右記ホームページを参照　http://www.jama.or.jp

参加者同士の話し合いで交通安全
力を高める

「自分の運転を振り返る」の１項目にある映像
を使ったトレーニング

「交通脳トレ」に取組む参加者

挨拶を行う伊東孝紳・本田技研工業（株）社長

クルマの音に気づいたら手をあげて知らせる参加者


